
硫黄水和剤の発火に及ぼす

雰囲気条件の影響について

1. 1;1し倉fき

01栴凶Oif.2月初11. j[灘区A島町 8丁目1'-初 H 

化学J::l!KK で。 qz燥01'の縫疏水拘I~の発火に名!IJ~ す

ると忠はれる火災が発1=.Lt~ . 乾燥は。 80・ C tilll，l， 

.[ m"fmin排気の条件で運転されていたが，qz処終了

も側近い*，-)2。時間悦過した1;I'i.然厳のスチ ム ~ll

めず1':;，俳気)11-(--ターをWdしたため佐織附内温度

が，，::!['.H Lf:.その丈め総.，水駒:網が過鍋されI 発火

に主勺たものと恕はれる.よoてI 舵機蹴It'のニ己変化

。 統Fむ水利剣の兎火1':，~ 、か似る民~"を与えるか色

実験1'1'11こ調べた.

2 実融liI要

本拠験は.予め五俗化"の人勺たデシケーター中に

14事fh;151型
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ー週間封入して眠いた鋭筑水伽剤 (h配分!配fol1郷 l

j(1':'J;1"， ) ~:u+と L 約1.4J，:Tを州xf千CMl閣〉

の白金ルツホにt奪取Lて。電気炉で副r貨を アスピν

白タ で通%低を。 それぞれA:JY，:削給して院科'Ii凶鈍

~変えι その刷におけるぷ舎の瓜昼食化を測定したも

のである.

3 実験

予め! フ-;，.，.. -!J _'1'で脱水した玖料金自金ルγポ

じ探肱して 償要で進べf:f'町民に従って! ド4の条例;

ごゾ1験全実施 した.
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(11)実験は同ー条件でi't3Jo'l:.l.!厳し 数値はi

その子均値である.

4 突破結果

然天野をl吏JIIして 制度1 通1<量~適宜に変えた場

合の。以Hi広量の減少ーがと温度との附係を都 l凶).cl':

;，した.ーれから次のニとが分る.
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111 鎌放水胸'1阿の発火点。本 慨lJ204-248・CiI)筒閉

にある.

('1強制通%をした場合はi 発火点が尚也伺に修行 1

る傾川がある.そのIHを 泊気量と発火!，'!.との聞

係凶Ji(却!2凶}I)にがした.
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(3) }/.iLl.速度を lげると，lI!火点がtf需品側にlifjす。

M向がある.そのIlra:.)~ìJ.I.述札 と鬼火 花との同

係悶 Ji.(挑 31~lD に4 した.
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5 考磯

~.，-対~使川して副!íl.)測する栂 fT ， 然、証 'I ‘ '“

1'，斜面速度，通'"放軍に組問する仰副巡ll/l'， 圃l凋

;z;，rあるいは Time-l昭 (JJ!'けとしての測定上のmJ
姐を践すが ぶ"第四%の朱件を変える二とιよる，

ぷ料に及Ilず物里親的伝膨"は!か伝りA:.!<み::J!.験。

‘11来に も"、された*"である.

1>¥11の艇かれ亡いる雰閥'"邑院の tHh'.，J;H自体

の温度』舛よりk...!'l dij{;l1. ， 1点H)~向。 必然3れる

の で，ぷ"の.e，:却にiI!し仰'.いね訓'(JI.，.:然分解"ゅう

A.!: ~Hる.よーョてぷ判例駄の減少 {.:h.小さ L 叫点て試

料1<耐が鬼火λ~i，!.':i皇して鬼火する 1，のと 1どはれる.以

上の則，1，か"" 1J関匁のH.Mj事瓜が小3ければl それ

だけぷHit.l肢の LHも鋭校と仕り !ぷ"の芯i初、預る

'l'Y.)L/~ll込瓜 I :HがJp"nろの ご!施火山t 二 J!! r;:，IJ..'t 
，'oでの， f(枇減少 1，;1:'(1¥ '1':ち、仁り， ~1. :tI ';)，Hl.I. (， 

川誠側1':I~í J' I ，( ¥る hぬと勾"の とあ乙.

3道火似瓜-}(-d品池!免 .f(臥，，，<少‘干のお聞係"，，'>， 'j; 
聞'.粂刊の変化IJ:. 5(;火点1:&11i"....i':":一 八 、 文

験.)に検討してさたが!かかるJl!包!IJ 舵附伝"の

であって.と(，ζ鼠'"制照のさl・のiξnにJo)-~ ，( IJ. ¥1'1 

Eされるヘ3山と応fHるとー':'-'.:.11る.

6 あとがき

今"。引火山 とfJ'. ~火山â: 'J.:1M rるIl.).(i. ~武村n

i益段を5・ClmInr.'庇JJHIl凶て取機 pと... 'J Jう8 般的

であるがi その場合の測定例はI 飽"で5・CJminH

祖条件のもとでの測定例であ。て，その他が Lか与

る雰附'"条例にも光当するとは限~りと4い色の こ あ

る."しろI その条件より過向島I.J.Jjのでの刷{;IJ. 引

火点，発火点としてがされている似よりも。低L耐， . 

JJl~が )'Mt 'f る危険性が充分にあるので tL..J.~， l '~ 

ミJ"":，(と思はれると二ろです.
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